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微地形強調図を利用した小規模地すべり調査事例

株式会社ウエスコ 〇渡部 海，三谷 康博

1．はじめに

地すべり地形の把握は，従来より空中写真判読によっ

て行われてきており，予備調査においても空中写真判読

が活用されている．しかしながら従来の手法では微細な

地形を見落としたり，判読技術者の熟練度によって結果

にバラツキが生じるなどの課題がある．

近年では，全国で航空レーザ（LP）測量が実施されて

おり，地表面を直接計測した地形データが高密度に得ら

れる．さらに面的な地形データから高密度な数値標高モ

デル(DEM)が作成できる特徴を活かし，GIS 等で高度な地

形解析が可能となっている．従来より数値標高モデルを

用いた地形解析が行われているが，地形表現上の課題も

ある．その課題を克服したのが微地形強調図である．微

地形強調図は，地形的特徴や微細な変化を判読しやすく

した図で，地形判読に有利な図として活用されている．

本事例では，作成した微地形強調図を利用することで

小規模な地すべりブロックの抽出および効率的に現地踏

査を実施した結果を報告する．

2．調査地概要

本調査地は鳥取県南部に位置し，対象となる斜面には

集落及び道路がある．当該地の地形は，集落及び田畑と

して利用される平坦及び緩斜面を成す斜面基部と，勾配

30°程度の斜面および EL.320～335m で段丘面を形成す

る．調査地を含む広域は浸食によって急峻な V 字谷が発

達し，壮年期の地形を呈している．

国立研究開発法人防災科学技術研究所が刊行する地す

べり地形分布図によると，調査地周辺の隣接する地区で

は大規模な地すべり地形が判読されているが，調査範囲

では地すべり地形は判読されていない．

20 万分の 1 シームレス地質図によると，調査地周辺は

泥質片岩を主体とする変成岩類の分布域となる(図-1)．

図-1 シームレス地質図（地すべり地形分布図表示）1)

3．微地形強調図の作成

調査地周辺の詳細な地形的特徴を判読するため，微地

形強調図を作成した．作成には，既往の航空レーザ測量

による LP データを使用し，傾斜の変化に感度が高い傾

斜量図と尾根谷の区別が付き易いウェーブレット解析図

を乗算合成させた．

4．現地踏査結果

現地踏査より，泥質片岩から成る露頭と褶曲構造を確

認した．また，現地で地すべり地形の特徴でもある，尾

根地形の連続性や遷急線，遷緩線等の地形が見られ，机

上抽出した地すべりブロックは妥当であると判断した．

各ブロックの規模を表-1にまとめる．地すべりブロック

内では湧水が各所で認められ，ガリー浸食を伴って流水

し，段差の際や地形遷緩線付近で確認された（図-2）．

表-1 地すべりブロックの規模

名称 斜面長L（m） 幅W（m） 深さD（m）

Aブロック 97.9 44.3 7.4

B-1ブロック 69.5 38.6 6.4

B-2ブロック 34.2 55.7 4.1

Cブロック 62.7 24.6 4.1

図-2 現地踏査結果平面図
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5．考察

(1) 地すべりの素因・誘因

➀素因 

当該地の露頭には褶曲した片理面が各所で確認でき

た．現地で計測した走向傾斜によると，集落背後の斜

面は背斜軸の翼部になると考えられ，片理面の傾斜方

向と地形の傾きが概ね同じ方向となり，流れ盤斜面と

なる(図-3参照)．このことから，地すべりの素因と考

えられる．

図-3 褶曲に起因する地すべりのモデル2)

  ➁誘因 

背斜軸周辺の地層は，変形(地層を引き伸ばす力が働

く)に伴う開口節理が発達し，雨水や融雪水が浸透しや

すいため，地すべりの誘因と考えられる．

（2） 地形変遷の考察

作成した微地形強調図および現地踏査結果を基に，地

形変遷を考察する．本調査地の斜面背後には段差を伴う

平坦面が形成されており，対岸地区にも平坦面が確認で

きた．鳥瞰表示図(図-4)および標高段彩図(図-5)より，

平坦面は概ね同じような標高(EL.320～335m)になる．

図-4 本調査地周辺の鳥瞰表示図

図-5 標高段彩図

本調査地対象斜面の変遷を図-6にまとめる．

本調査地周辺の開析過程でEL.450m付近が高位遷急線

となり，下方浸食(下刻)によりEL.320～335mの段丘面を

形成したと考えられる(浸食ステージ➀)． 

浸食ステージが移行して，EL.320m付近が中位遷急線と

なり，下方浸食(下刻)の過程で雨水や融雪水により，地

すべり地形が形成された可能性が考えられる(浸食ステ

ージ➁)． 

図-6 調査地周辺の地形変遷の模式図

6．終わりに

本事例では，微地形強調図を作成したことで机上調査

において小規模な地すべり地形を効果的に抽出すること

ができた．微地形強調図は傾斜量やウェーブレット係数

の設定値によって見栄えが大きく変わることから，現場

に対応した図面の作成が必要となる．地すべり調査に限

らず，積極的に微地形強調図を作成し，机上調査で踏査

範囲を絞った上で，踏査に臨むことが大切である．
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